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本 校 が 目 指 す ５ 年 後 の 姿
中期ビジョン（平成２８～３２年度）

秋田県立大曲農業高等学校

１ 学校の現状や課題（本校に求められているもの）
○ 地域の活性化を担う農業のスペシャリストの育成

○ 確かな学力の定着

○ 多種多様な進路志望の実現

○ すこやか高校生の育成

○ 地域への情報発信

２ 学校を取り巻く将来の予測
○ 社会構造の変化 ⇒ 生徒数の減少

○ 農業基盤構造の変化 ⇒ 農業後継者の減少

○ 新校舎で新たな農業教育の創出 ⇒ 魅力ある学校づくり

３ 目指す方向性と学校像

郷土の元気をつくる人材の育成
＝ ３年間を通じたキャリア教育を推進します ＝

◆ グローカル※な人材の育成を目指します

○ 持続可能な循環型社会の実現に向けた、農業教育と環境教育を推進します。

○ 研究活動の成果を社会に発信します。

○ 地域に貢献し、｢地域再生｣を目指します。

○ 地元就職に強い学校として、地域からの信頼を高めます。

※ グローカルとはグローバル（Ｇｌｏｂａｌ）とローカル（Ｌｏｃａｌ）を合わせた言葉で、地球規模で考え

ながら自分の地域で活動することを意味します。

◆ 未来への飛躍を実現するスペシャリストを育成します

○ 新たな、農業・食品・環境・再生エネルギーを創出します。

○ 産・官・学と連携した、地域に根ざした研究活動を推進します。

○ 長期インターンシップを通して、実践力を向上させます。

◆ 充実した特別活動を通して、社会を生き抜く力を養成します

○ 生徒との対話を通して、すこやか高校生を育成します。

○ 各種の資格取得を推進します。

○ 全国高等学校総合体育大会・全国高等学校総合文化祭等を目指します。

○ 農業クラブを更に活性化し、全国大会を目指します。



４ ５年間で達成を目指す具体的目標とその手立て

◆ グローカルな人材の育成を目指します

○ 広い視野を備えた農業の担い手を育てる、農業教育を実施する

・ 就農啓発研修・講演会の実施

・ 日本農業技術検定３級の資格取得への取組

・ 秋田県農業についての理解を深める秋田県立農業科学館ナビゲーター検定への取組

○ 豊かな自然と美しい地球環境を守る、環境学習を実施する

・ 学校自然公園の地域開放を目指した環境教育の実施

・ 学校林での体験学習、田沢湖の水質改善活動

○ グローバルな人材育成に向け、各種交流事業へ参加する

・ 全国高等学校産業教育フェア、若者チャレンジ産業祭、食の国秋田県民フェスティバル等へ

の参加

○ 地域を支え・地域で活躍する人材育成を目指して、交流会・保育実習・介護実習を実施する

・ 幼・保・小・中学校への農業出前授業の実施

・ 進路実現に向けた、保育園実習・介護施設実習の実施

◆ 未来への飛躍を実現するスペシャリストを育成します

○ 農業が抱える問題解決に向けた、産学官の連携による共同研究を実施する

・ 秋田県立大・秋田大学との連携

・ 秋田県農業試験場・秋田県林業研究研修センターとの連携

・ 秋田県総合食品研究センター及び食品メーカーとの連携

○ 地域農家・農業法人・農業関連企業での長期インターンシップを実施する

・ 農業の担い手を育てる長期インターンシップの実施

○ 地域問題を考え、地産地消・農家民宿・アグリビジネスの体験学習を実施する

・ アグリマーケティングハウスでのマーケティング実習と地域交流

・ 県庁出前授業

○ 大農の魅力を地域へ発信する

・ 葉・菜・美ピザの普及・拡大

・ 大農エコロジー豚、大農花火米の普及

・ オリジナル商品の開発

◆ 充実した特別活動を通して、社会を生き抜く力を養成します

○ 生徒との対話を通して、健全な心とマナーを育みすこやか高校生を育成する

・ あいさつ運動を通した生徒指導の充実と皆勤の奨励

○ 問題解決に向けた、自主的・実践的な態度を育む

・ プロジェクト研究の推進

○ 農業クラブ活動を通して、社会性・科学性・指導性を育む

・ 各種発表会・各種競技会・研修会への参加

○ 特別活動を通して向上心を育み、全国大会出場を目指す

・ 全国高等学校総合体育大会・甲子園等への出場

・ 全国高等学校総合文化祭等への出場


